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植物生長素性物質の実際的応用例川山のーっとして人工的単詩結果の誘致がある. N-
arylglycineの植物生長素性についてはすでに Peatest， Aduki test， Aven!l cylinder test 
などの実験室的方法により明らかにされているが2・s多くの他の合成植物生長素性物質がこの目的
lこ屡均実用されているにもかかわらず N-arylglycine仁ついては実験例が殆んど見られない.N-ω-
naphthyl)glycineはトマトに対して無効であったと云われるが 4この物質の植物生長素性は極め
て徴弱なものと思われ N-arylglycineのこのような応用の可能性仁関して一応の判断を下すために
は N.arylg1ycineの中で頁仁大きな植物生長素性を持っている物質について実験を行う必要があ
る.
以上の緩点から著者らはこ， 三の N-arylglycineの茄に対する効巣について実験を行い N-
(2，4-dichlorophenyl)glycineが単魚結巣を誘致することを見出した. 植物生長素性物質の
このような効巣は植物の種類により一定しないがここに報告する実験結果は N.arylglycineを他の
植物の単需結果誘致の目的仁応用しようとする場合lこ予備知識となり得るものと考えられる.
賓離方法E及び結果
品種は市販されている真黒茄と長岡長茄とを撰び強健な苗を当研究所の閣場仁定植して成育さ
せた. はじめに生ずる三本の校を主校として伸ばし生ずる側校以外に後から生ずる校及び曹はすべて
除去し側枝上の曹のみを実験に用いた.N.arylglycineはその diethylamine塩をラノリン溶液
とし又 N-arylglycinenitrile はラノリソと共ιよく担ねて試験仁供した. 翌日開花すると思われ
る菅より雄蕊を除去し柱頭を切断したものと柱頭を切断しないものとに夫々 0，0.1， 0.5， 1.0， 
右:N・C2，4-dichrorophenyl)glycine0.5%処理真黒茄〈無傷〉
左 :自然交配 真黒茄
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2.0， 4.0%仁相当する試料のラノリγ溶液 (paste)約5Omg.宛を頂端〈切断面叉は柱頭〉より
子房仁いたるまで均ー に塗布する. 直ち仁パラフイγ紙の袋で蔽い袋の口は鉄線で軽く封じておき，
塗布後2日に袋を除き夫々 5，15， 30日仁落下の調査を行し;¥35日に果実を牧穫した.処理花の
中，結実しないものは大部分が処理後 5~7 日仁落下したが， 重量が2g.に達しない発育不完
全の呆実も可成多数生じた.
試験は 1954 年 7 月より 9 月にわたって行われ供試物質は N-(3-chlorophenyl)glycine，~ N-
(2，4-dichlorophenyl)glycine可及びそのnitrile，O N-(2 ，4 ，5-trichlorophenyl)glycine，6 
N-( 3， 4-dichloropheny 1 )glycinoni trileB などで， 著者らの調製した純粋品を用いた. その結
果率はさたの表に示す遁りである. 試験期間中lこ再度通過した鵬風は試験植物に害を与え試験結
巣仁も多少の影響を及ぼしたものと思われる. 向原告風による落下と判断される場合は表中の数字よ
り除外した.
第 1表 N-(2，4ーヂクロルフエニル〉グリジンによる単為結果率く長岡長茄，柱頭切断せず〉
濃度C%) 要旨宵不完全
i氏穫果実
処語草花数 落下数 果実数 結果準く%)数 卒均盟主意(g)
0.1 7 5 2 。 。
0_5 8 3 5 。 。
9 2 4 2 45.6 25.0 
2 9 7 110_9 77.7 
4 8 6 101.9 75.0 
第 2表 N-(2，4ー ヂクロルフ工ニル〉グリジンによる単為結果率く真黒茄，柱頭切断〉
発巣育不完全
政穫果実
濃度(%) 処理花数 落下数 結果車く%)実数 数 平均重量(g)
0.1 11 9 2 。 。
0.5 11 5 6 。 。
11 4 7 。 。
2 16 3 5 日 83.5 50.0 
4 11 2 5 4 87.0 36.3 
第 3表 N-(2，4-ヂクロルフ工ニル〉グリジンによる単為結果寧〈真黒茄， 柱頭切断せず〉
発宵不完全 政穫果実濃度(%) 処王監花数 落下数 果実数 結果率(%)数 卒均2広量くg)
0.1 10 3 6 1 62.0 10.0 
0.5 9 3 2 4 77.3 44.4 
10 2 3 5 61.3 50.0 
2 10 4 5 89.5 50.0 
4 10 3 3 4 99.5 40.0 
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N-(2，4-dichlorophenyl)glycineは実験室的生理試験で細胞伸長促進及び細胞分裂促進
作用を顕著仁あらわす.此表にみられるように茄の単話精巣誘致にも有効で処理方法，品種など仁
より多少の差はあるが50._，SO%の結果率が観察された. 叉自然交配の真黒茄巣実の平均重量
330g. (結果率1∞%)に対して重量1/3以下の呆実しか横られなかったが果肉の質はー居轍密
であった. nitri1e及び N-(3一chlorophenylDglycine，N-(2，4，5-廿ichlorophenyl)glycine
仁は単話結巣仁対する効力を認めることが出来なかった. しかし N-(2，4 ，5-trichlorophenyl)-
glycineについては，この物質が細胞の伸長生長促進仁特仁強い効力をあらわすことを考慮仁入れ，
又発育不完全の果実が一明日菱られたので， 再試験を行う必要があると考えられる. 以上の実験
では試料をラノリン溶液 (paste)として用いたのであるが0.5，.4.0%という高濃度の溶液を用い
ることに問題があるようである.
総 括
( 1) N-arylglycineの人工的単詩結呆誘致に対する効力について試験した.
(2) N-(2，4-dichlorophenyl)glycineは茄に対して顕著な効力を示した.
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